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　固体高分子形燃料電池（PEFC）は実証試験の段
階にあり、現在のところ、最も実用化に近い燃料
電池システムとされている。従来から研究開発が
進んでいる水素イオン伝導形のPEFCでは、電解
質膜が強酸性であるため、電極触媒材料には耐触
性に優れた白金しか使えない。水素を燃料とする
燃料電池では、水素の製造過程で多量のエネルギー
を消費する問題もあり、一方、水素以外の改質ガ
スを燃料とするシステムでは一酸化炭素による電
極触媒の性能低下が起こるなどの問題がある1)。
　ダイハツ工業㈱は、(独)産業技術総合研究所と協
力して、ヒドラジン（N2H4）を燃料とし、電極触媒材
料として白金を使用しないPEFCにおいて、水素を
燃料に使ったPEFC並みの出力を達成した2)。この
ヒドラジンPEFCでは、カチオン（水素イオン：H+）
ではなく、アニオン（水酸基イオン：OH－）を伝
導する電解質膜が使われ、OH－が空気極から燃料
極に伝導して起電力が生じる。アルカリ性電解質
膜を用いることによって、白金より安価な電極触
媒として燃料極側にニッケルを、空気極側にコバ
ルトを使用することができる。この他、セパレー
タなどの構成部材にも安価な材料を用いることが
できる。性能試験では、最大出力密度は500mW/
cm2であり、水素燃料電池並みの出力を達成した
（図表）。可燃性の高いヒドラジンを利用する際の
安全性を確保するため、ヒドラジン水溶液である
水加ヒドラジン（N2H4・H2O）を燃料に用いている。
水加ヒドラジンは濃度80質量％以上で危険物第4
類第3石油類に指定される物質であるが、ここで
は濃度を5質量％に抑えている。さらに安全性を
高めるため、燃料タンク内ではこれを固体化させ
ておき、燃料電池の発電時には、再度、適量の液
体に戻して供給できるシステムを開発した。
　ヒドラジン燃料電池の理論起電力は1.56Vと、
水素燃料電池のそれの1.23Vに比べて25％以上も
高く、今後さらに出力密度の向上が可能である。
将来、ヒドラジンを大量生産する場合は、窒素と
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水素から直接合成する方法により生産コストを下
げる必要がある。一方、ヒドラジンを燃料に使う
場合の炭酸ガス排出負荷も水素を製造する方法に
依存することになるため、炭酸ガス削減効果は水
素燃料電池と大きくは違わないと見積もられてい
る。今後、水素燃料電池より安価で安全性の高い
燃料電池として実用化が期待される。
　本PEFCの研究開発課題としては、燃料を固体
化させるポリマーの性能向上、電池の性能と耐久
性のさらなる向上などがある。しかし、資源の安
定供給に不安のあるレアメタル 3)である白金を電
極触媒に使用しないことは大きな特長である。水
素燃料電池に比べて、大幅なコスト削減のポテン
シャルがあると考えられる。
注 ヒドラジン：アンモニア原料から造られる無色
透明の、水に溶けやすく、引火しやすい液体燃料。
人工衛星や宇宙探査機の姿勢制御用の燃料として
使われている。
固体高分子形燃料電池出力の比較
参考資料 2）の掲載図を改変
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